1 

私と、 辻との 間に 「別居」 という 話が 持ち出された 

の は、 この頃の 事で はない のです。 ちょうど、 一年 あ 

まりになります。 

私の 今までの 五 年間の 家庭生活 という もの は、 私自 

身に と つて は 非常に 無理な もので ございました。 それ 

は 私達 一 一人き リで 作った 家庭でなかった という こと を 

いえば、 本当に 世間 並な、 因習と 情実 を もった 「家」 

だとい うこと を、 解って 頂ける ことと 存じます。 たと 

え 家族の 人達 は、 どれほど 寛大でありましょう とも、 



それでお 互いの 生活 を 豊富に する ことが、 すべ て だと 

思いました ときに、 私 は 始めて 私達の 関係が はっきり 

しました。 

たとえ 大 杉さん に 幾人の 愛人が 同時にあろう とも、 

私 は 私 だけの 物 を 与えて、 ほしい もの だけの もの をと 

り 得て、 それで 自分の 生活が 拡がって ゆければ、 私に 

は 満足して 自分の 行くべき 道に いそしんで いられる の 

だと 思います。 

二 九 一 六 年 九月) 
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